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ＪＦ兵庫漁連

平成25年度 農林水産施策の推進に係る政策提案会が開催
～３項目を重点的に提案～

　８月１日（水）神戸市中央区のひょうご女性交流館に
おいて、兵庫県主催の「平成25年度農林水産施策の推
進に係る政策提案会」が開催されました。この提案会は、
毎年県の翌年度予算や重要施策に系統団体の意見を反
映させるために、農政環境部長はじめ県幹部が全員出
席して開かれるものです。
　会議の開会に先立ち、県農政環境部の伊藤部長が、

「ＴＰＰ問題など、水産業を巡る環境は重要な局面を迎
えている中で、本県としては水産業を重要な産業と認識
している。兵庫県の水産業が次世代へ引き継がれてい
けるような施策を進めていきたい。」と主催者挨拶をさ
れました。
　これに対し、ＪＦグループ兵庫水産政策協議会を代
表してＪＦ兵庫漁連の山田会長より、「瀬戸内海関係10
漁連・漁協による豊かな漁場の再生の取り組みについて
は、去る６月25日、自民党国会議員による議員連盟が
設立されるに至った。これもひとえに井戸知事をはじめ
県の皆さんのご助言・ご指導の賜物であり、厚く御礼申
し上げるとともに、今後も関係府県の漁連・漁協が力を
結集して取り組んでいくので、引き続き県のご支援・ご
指導をお願いしたい。また、軽油引取税並びに農林漁
業用Ａ重油の免税・還付措置については、要請活動の

結果、延長されたが、我 Ｊ々Ｆグループが求める恒久的
な措置となるよう、引き続き、県の国への働きかけをお
願いしたい。」と挨拶されました。
　引き続いて、ＪＦ兵庫漁連の山口専務より、「食育の
推進並びに地産地消の推進」、「但馬地区における総合
的な漁業振興策の推進」、「本県基幹漁業であるノリ養
殖漁業を補完する新たな養殖業の推進策」の３項目を
重点的に提案し、これらのテーマを中心に、県幹部とＪ
Ｆグループ兵庫水産政策協議会委員による活発な意見
交換がなされました。

―　平成25年度　政策提案の内容　―
重点要望事項
１．食育の推進並びに地産地消の推進
　①　県下小学生を対象とした食育活動（魚料理教室）推進への支援
　②　学校給食における「兵庫県産食材」の使用率の向上
２．但馬地区における総合的な漁業振興策の推進
　＜継続要望＞
　①　但馬の水産物のブランド化及び水産・加工・観光業等、関連する異業種間の連携体制の構築について
　②　沖合底曳業者に対する継続的な直接支援策の構築
　＜新規要望＞
　③　但馬地区沿岸漁業の振興対策の推進
３．本県基幹漁業であるのり養殖漁業を補完する新たな養殖業の推進策
　①�　のり養殖を補完する新たな養殖業の推進並びに黒のりの新たな加工形態の事業化に係るパイロット
事業への支援・指導

　②　平成25年の区画漁業権の一斉更新における新規養殖業に係る漁業権免許への配慮

その他の要望事項
１．漁場再生の取り組みについて
２．経営安定化のための国への働きかけについて
３．漁業用燃油対策に関する国への働きかけ
　①�　漁業用燃油に係る税制措置として、漁業に使用する軽油に係る軽油引取税の恒久化並びに農林漁業
用Ａ重油に係る石油石炭税の免税・還付措置を恒久化すること

　②　「漁業経営セーフティーネット構築事業」を拡充強化すること
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　国土交通省は、毎年、「海の日」にあわせて、海で活
躍された人や団体に贈る海事功労者などの表彰を行って
います。本年度の表彰式は７月17日（火）に神戸市内で
行われ、受賞者約110人が出席しました。様々な分野で
の表彰があるなか、灯台監視活動協力功績については、
長年にわたり航路標識の維持管理に努め、海上交通の
安全確保に貢献したことが認められた方や団体に贈ら
れるものです。今年は全国で４ＪＦが選ばれ、本県から
はＪＦ室津が初めて受賞しました。
　表彰式にはＪＦ室津 中川 照央組合長が出席し、第五
管区海上保安本部長 石指 雅啓本部長から表彰を受け
ました。
　おめでとうございます。

「浜の暮らしを守る信頼の金融へ」をテーマに
～第10回ＪＦマリンバンク全国大会～

　ＪＦ全漁連、農林中央金庫共催の「第10回ＪＦマリン
バンク全国大会｣ が７月11日（水）東京・港区のホテル
で開かれました。「浜の暮らしを守る信頼の金融へ」を
テーマに開催された大会には、全国から貯蓄推進委員、
優良ＪＦ女性部、ＪＦ信漁連、全国のＪＦ、ＪＦ全国女
性連の関係者等約150名が出席しました。

　ＪＦ岩見 井上 仁組合長、ＪＦ育波浦 小溝 政二組合
長をはじめ、全国の推進委員に対する感謝状が贈呈さ
れ、さらに今回が10回目の大会という節目を記念し、都
道府県女性連に対して日頃の活動に対する感謝の気持ち
を込めて、感謝状が贈呈されました。
　次に、北海道　南かやべ漁協女性部による「女性部と

共に生きて」と題した事例
発表がされました。
　また、10回記念講演と
して、ＮＨＫ大相撲解説
者でもある舞の海秀平氏
による「決してあきらめな
い」～可能性への挑戦～
をテーマに講演が行われ、
会場は大いに盛りあがりま
した。大会はこのあと、大
会宣言を採択して閉会しま
した。

ＪＦ兵庫信漁連

石指本部長から表彰を受ける中川組合長

ＪＦ室津が「海の日」海事関係功労者大臣表彰を受賞
～兵庫県で初めての受賞～
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　コープこうべ・ＪＦ神戸市・ＪＦ兵庫漁連による協同組
合の連携活動として毎年実施しているマリンスクール（２
コース）が今年も開催され、参加した親子連れ（約180
人）は楽しく漁業や県内産水産物について学びました。
　第30回となるＪＦ神戸市コース（７月26～27日）では

「せり市」を見学したり、「魚のつかみ取り」、「ヒラメ稚
魚の放流」、「タコの塩もみ」などを体験したほか、県水
産技術センター 小田垣 寧専門技術員をお魚博士として
迎え、子供たちに県内の漁業や水産物の話をして頂きま

した。また、稚魚の放流では、神戸市立栽培漁業センター
の協力で魚を増やすことの大切さを学びました。
　一方、第２回となるＪＦ兵庫漁連SEAT-CLUBコース

（８月３～４日）では、お魚博士として県水産課 望月 松
寿専門技術員に協力頂き、晴天のもと「干しダコ作り」
や「アジの三枚おろし」、「チリメンモンスター探し｣ に挑
戦しました。みなさん、普段あまり魚にふれる機会がな
いのか、どの内容も親子で一緒に目を輝かせて取り組ん
でいました。

　どちらのコースも、終了
後のアンケートでは多くの
方が来年も参加したいと
のことで、とても楽しんで
もらえたようです。ＪＦ兵
庫漁連では、このマリン
スクールを通して、漁業
や水産物をより広く身近
に感じてもらえるよう、今
後とも取り組んでいきたい
と考えています。

ＪＦ兵庫漁連 指導部

今年も開催！
平成24年度マリンスクール

ヒラメ稚魚を放流しました!（ＪＦ神戸市コース） 親子で干しダコ作りに挑戦（SEAT-CLUBコース）

　兵庫県内海漁
船保険組合（山
田 隆義組合長：
ＪＦ神戸市）は、
７月３日（ 火 ）
神戸市内のホテ
ル にて平 成24

年度漁船保険事務研修会を開催しました。内海地区39
ＪＦの組合長並びに担当役職員、県市町担当者、ＪＦ兵
庫漁連他系統団体代表者等150余名の参加がありまし
た。研修会は山田組合長の開会挨拶、来賓として県水
産課 藤澤 崇夫課長および漁船保険中央会 三宅 哲夫
副会長の挨拶で始まりまし
た。無事故漁船所者等賞
状授与伝達式では、水産
庁長官表彰として無事故
漁船所有者の部でＪＦ淡路
島岩屋所属「住吉丸」が
受賞されたほか、漁船保
険中央会長の部門毎の表
彰が行われました。

　続いて、事務局から平成23年度事業報告と24年度
事業計画につき説明があり、24年度の事業推進方策に
ついて、各ＪＦに対する協力体制の確認が行われました。
　また、県防災計画課 岡本 早苗主査から「来るべき
東南海・南海地震への対策について」、名城大学大学院 
鈴木 輝明特任教授からは「豊かな漁場の再生」につい
てそれぞれ講演があり、参加者は熱心に聴講していまし
た。
　閉会にあたって、前田 吉計副組合長（ＪＦ南淡）は、
参加者に対する労いの言葉を述べるとともに漁船保険
事業の今後の支援につき理解を求め、研修会を終了し
ました。

兵庫県内海漁船保険組合

「24年度漁船保険事務研修会」開催

無事故漁船所有者に水産庁長官表彰 地震に対する備えの認識を新たにしました。
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兵庫方式の網の説明を受ける参加者

　但馬地区漁協青壮年部連合会（山中 康正会長）は、
７月27日（金）新温泉町内のホテルにて平成24年度グ
ループリーダー夏期研修会を開催しました。沖合漁業に
従事する部員が多い当地区では、沖合漁業が端境期と
なるこの時期に毎年開催しているもので、今年は約40
名が参加しました。
　まず、７月上旬に静岡県で行った静岡伊豆キンメダイ
視察の報告（下記に報告要旨）があり、その後２つの講
義が行われました。最初に「底びき網における混獲ズワ
イガニ排出機構」として県農林水産技術総合センター 

大谷 徹也主任研究員から、漁期外のズワイガニ混獲防
止に向けた兵庫方式の網の説明と、その効果について
講義がありました。次に「日本海の海流・水温の変化」
で独立行政法人 水産総合研究センター 日本海区水産
研究所 渡邊 達郎氏が講義を行いました。日本海の暖
水域、冷水域の動きや、水温の変化について詳しく講
義がなされ、参加者は熱心に聞き入っていました。

「静岡伊豆キンメダイ視察報告（要旨）」
〜但馬地区グループリーダー研修会から〜

地震に対する備えの認識を新たにしました。

グループリーダー夏期研修会を開催
但馬地区漁協青壮年部連合会

日本海の海流・水温について講義がありました

キンメダイの選別風景（稲取漁港）

　今回の但馬地区漁協青壮年部連合会の視察は、静岡
県のキンメダイ生産地域である西伊豆地方とし、７月５
日（木）～７日（土）に行ってきました。現地では静岡
県水産技術研究所伊豆分場、稲取漁港などを訪れキン
メダイの漁獲技術・鮮度保持技術・資源保護の取組に
ついて学習しました。
　静岡県水産技術研究所では伊豆の漁業やキンメダイ
の生態・資源保護などを学習し知識を深めました。続
いて訪れた稲取漁港ではキンメダイの共同販売方式を見
学しました。共同販売だからこその品質管理の難しさや、

他地区との
競合などの
現地ならで
はの話が聞
け ました。
特に、共同
販売形式の
水揚げ金額
は、本数に
平均単価を

かけて算出する
ため、１人が魚
に雑な扱いをす
ると「稲取キン
メ」の看板に傷
がつき、単価も
下落し全員の収
入 が 減るため、
魚の扱い方を徹
底することがと
ても難しいとの話しでした。
　資源管理では、キンメダイ釣りをする人の増加と、中
国製漁具の普及による漁獲圧の増加、他県との入会に
よる調整の難しさなど、身につまされる話を聞く事が出
来ました。
　また、青年部同士の交流では、どんなに漁業の中身
が違っても漁師という同じ職業人として通じ合うものが
あり、非常に刺激になる機会をもつ事が出来とても有意
義な視察となりました。
 （発表者：津居山青壮年部　山田 慎一）

青年部間での意見交換は　
充実したものになりました。



各団体からの報告

兵庫県漁協青壮年部連合会

第18回全国青年漁業者グループリーダー研究集会・
全国漁青連設立20周年記念事業 in 仙台

　７月３日（火）～
4日（ 水 ） にか け
て「第18回全国青
年漁業者グループ
リーダー研究集会・
全国漁青連設立20
周年記念事業」が
宮城県にて開催さ
れました。
　 グ ル ープ リ ー

ダー研究集会は、水産庁の「漁業の担い手・育成対策
総合推進事業」の一環として、青年漁業者グループリー
ダーの資質向上を図ることを目的として開催され、本年
は国民の「魚離れ・消費減退」に歯止めをかけるための
具体的な方策について、水産庁増殖資源部 上田 勝彦
情報技術企画官より「魚食の復興」と題して基調講演
がなされました。「魚食普及」ではなく、以前の日本の
食生活に戻し、「魚食復興」を目指すべきだとの話がな
された後、パネルディスカッションを通して議論が交わ
されました。

　翌日に行われた20周年記念事業は、宮城県南三陸町
を視察し、参加者は甚大な被害をもたらした東日本大
震災の爪跡を目の当たりにしました。津波被害を受けた
地域はやっとガレキ処理が進み出した状態で、積み上げ
られたガレキはいまや堤防より高く、当時の被害の凄ま
じさを見せ付けられました。
　続いて、水ダコの出荷で活気が戻りつつあるＪＦみや
ぎ 志津川支所の荷捌き所を視察しました。同支所 高橋
指導課係長によると、1,000隻あった船が現在56隻に
なり、組合員も減ってしまったけれど、現在すべての作
業を共同化したことにより、若い人が入ったり跡取りが
戻ってきたりと、新しい力も加わっているとのことです。
　震災復興を叫びながらも、だんだんと風化しつつある
現状の中、いま一度立ち止まり、もう一度私たちにでき
る被災地支援を考える必要があるのではと感じました。

「魚食復興」を訴える上田氏

水ダコの出荷風景

震災復興はまだまだ続きます……
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　摂津播磨地区漁協
青壮年部連合会（大
角生馬会長：ＪＦ坊
勢）は７月10日（火）・
11日（水）に同青壮
年部員・系統団体・
事務局のあわせて約
20人 が 参加し、 視
察研修会を開催しま
した。
　初日は、まず大阪

府泉佐野市のＪＦ泉佐野を訪れ、同ＪＦが運営する青空
市場で販売されている魚を見たり、係留された漁船や競
りを見学した後、
地元 漁 業 者との
情報交換も行いま
した。次に、同市
内の東邦製綱㈱
においてワイヤー
ロープの製造工程
を見学し見聞を深
めました。

　翌日はヤンマー
塚口工場を見学し
ました。舶用エン
ジンの製作工程に
ついて詳しく解説
があり、参加者はなかなか見られない工場の様子を興
味深く見入っていました。意見交換の場では、参加者か
ら「燃油価格の高騰する中、低燃費エンジンの供給をし
てほしい」など様々な意見が出されました。最後に、大
型船の操船体験をとおして安全操業に繋げようと、神
戸市内の大阪湾水先区水先人会の施設を訪れ、大型船
シミュレーターの体験実習を行いました。普段、乗って
いる船の感覚と違い、なかなか利かない舵に苦労した

ようで、大型船は
旋回しにくいとい
うことが実感でき
たようです。
　 ２日間をとお
し、様々な分野の
見学が でき、 充
実した研修会とな
りました。

ＪＦ泉佐野 青空市場視察や大型船操船体験
など研修 摂津播磨地区漁協青壮年部連合会

　ＪＦ淡路島岩屋青年部「岩屋はや潮会」は地元の石
屋小学校附属幼稚園の体験授業として、６月27日（水）
に岩屋海水浴場で地引網大会を開催しました。
　地元の海を知り、大切に思う心を育てることを目的と
したこの地引網大会も今年で９年目。みんなで海浜清
掃を行った後、いよいよ地引網漁スタート！網を仕掛け
る漁師さんの姿に、園児が期待の眼差しを送ります。
　使用する地引網は、全長40ｍ。たくさん魚がとれる
ことを願いつつ、園児・保護者に加え、青年部メンバー
も一緒に網を引き、重たい網の中にたくさんの魚が見え

てくると、子ども達から大歓声
があがりました。
　今回参加した園児は27名、
青年部は15名。 園児たちは、
タイ・カレイ・アナゴ・サメなど
生きている魚を見て、直接さわっ
て、初めての感触を楽しんでい
ました。
　漁業を知り、魚とのふれ合いを通じて、海が大好きな
子どもが増えることを願います。岩屋はや潮会の皆さん、
お疲れ様でした。

いっぱいとれたよ！
わくわく地引網大会

ＪＦ兵庫漁連

ＪＦ泉佐野での漁船見学

ワイヤーロープ製造工程の見学の様子

ヤンマー塚口工場にて研修

大型船シミュレーションを体験

網を仕掛ける部員ら

みんなで力いっぱい引っ張りました!

7

たくさん獲れてみんな大喜びでした。
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　７月24日（火）・25日（水）の２日間をかけて、県内
研修を但馬地区で行いました。
　初日は、香美町香住区の但馬漁業センターで「但馬
の漁業について」と題し、県但馬水産事務所 眞鍋課長
から講義を受け、但馬の漁業について認識を深めたの
ち、但馬漁業無線局を見学しました。次に但馬水産技
術センターへ移動し「但馬地区の水技研究」について但
馬水技センター 中村所長から、また、「水産物の鮮度
保持」について同センター 岡田研究員から講義があり
ました。また、平成21年に竣工した調査船「たじま」の
船内見学もありました。

　２日目にはＪＦ但馬において、同ＪＦ 守山参事から「ＪＦ
但馬の事業概要について」の講義があり、県下最大規
模となった組合の合併経緯と、今後の課題等について
分かりやすく話していただきました。続いて、ＪＦ浜坂
町に移動して、同ＪＦ 川越組合長より「漁業と観光との
連携について」をテーマに講義がありました。「浜ほたる」
や「カニソムリエ」といった水産物を、地区の観光産業
と一緒になって盛り立てていく話に、塾生は熱心にメモ
を取っていました

　また、宿舎では、大輪田塾修了生を交えた懇親会が
あり、親交が深まった研修となりました。
　内海側の漁業者は、船の大きさや設備の違いもさる
ことながら、外国と漁場を接するという現実など、普段
の操業からは想像できない漁業が同じ県にあるというこ
とを再認識することができたようです。
　なお、誌面をお借りしまして、この度の研修でお世話
になりました関係者の皆様に厚くお礼申し上げます。

～「平成24年度 大輪田塾県内研修」～

▲�但馬無線局で無線
事業について知識
を深めた

ＪＦ但馬�守山参事の講義

ＪＦ浜坂町�川越組合長の講義

▼�調査船「たじま」を
見学しました

津居山フィッシャーマンズビレッジにて

� ２日間の研修を終え、川越組合長を囲み記念撮影



9

http://ja-grp-hyogo.ja-hyoinf.jp/ http://www.coop-hyogo-union.or.jp/

　田んぼをキャンバスに見立て、色とりどりの稲
で姫路城を描く「ひめじ田宴アート」の御田植え
祭が６月16・17の両日、姫路市夢前町玉田の圃
場で開かれ、親子連れや学生ら約500人が参加し
ました。
　「ひめじ田宴アート」は、修理中の姫路城に代
わって観光を盛り上げようと、ＪＡ兵庫西や地元
の企業団体で作る実行委員会が2008年から始め
ました。デザインは、一般公募の中から神戸芸術
工科大学２年の山中愛さんの作品。姫路城の後ろ
で白鷺が羽を広げた美しく勇ましい姿を、1.6ha
の水田に白稲や紫稲計６品種、約25万株の苗で
表現します。
　16日の神事では、早乙女に扮したＪＡ新入職
員10人と、実行委員長を務める市村幸太郎代表
理事組合長、ＪＡ兵庫信連の中村芳文代表理事理
事長、井戸敏三知事、石見利勝姫路市長が神田に
苗を植えました。神事に参加した職員は、「機械
ではなく自分の手で直接苗を植えることで、食と
農業の大切さや大変さがより体感でき、いい経験
になった」と話します。
　会場ではトラクターの試乗体験や野菜の作付け
体験もあり、約100人の子どもが農業を楽しみま
した。
　田宴アートの見頃は７月中旬からで、10月に
は収穫祭を開きます。

　６月２日（土）、近畿労働金庫兵庫地区統括本部
では、賀川記念館・メモリアルホールにて「協同
組合の可能性を探るシンポジウム in 神戸」を開催
しました。
　シンポジウムの第１部は、野尻武敏 神戸大学名
誉教授（元コープこうべ理事長）による「基調講
演」、第２部は、兵庫県生協連・全労済・ろうきん・
ＮＰＯの実践者を招き「報告セッション」を行い
ました。
　土曜の午後にも関わらず、ＮＰＯ・企業・学生
などのさまざまな分野の方をはじめ、ろうきん・
全労済・生協の職員が参加しました。定員を上回
る約90名が参加し、会場は満席で座席を追加する
ほどでした。
　参加者からは「協同組合の果たしている役割が
良く分かった」「協同組織で働く喜びと責任を感じ
た」「協同組合やＮＰＯの活動を知る機会をいただ
き勉強になった」「地域でＮＰＯが果たす役割が大
きいことが分かった」「協同組合とＮＰＯとの連携
に期待したい」などの声が多数寄せられ、とても
好評でした。

「2012国際協同組合年」記念事業 キックオフ・イベント

「協同組合の可能性を探る
 シンポジウム in 神戸」を開催

姫路城を稲で描こう
ひめじ田宴アート

神田に苗を植える早乙女ら 約90名が集いました。

津居山フィッシャーマンズビレッジにて

講演される 野尻武敏 名誉教授
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旬旬
写真と文

遊方子

◆「南蛮」とは南方の野蛮人の意であるが、古代の中国ではイン
ドシナなどの南海の諸国のことをいった。日本では室町末期から
江戸時代、南洋諸島から渡来したり、彼の地を経由して入る西欧
の品々に、南蛮○○と冠せて称した。言葉に異国の珍しい品とい
う感じがあり、南蛮菓子などは珍重されたという。今日でも、カ
ステラ・ボーロ・金平糖が継承され売られている。日常に使うポ
ルトガル語に〔パン〕がある。スペイン語もpanというらしいが、
歴史的な状況からポルトガル語のpaoが転訛した説が妥当なよう
だ。僅かながら、現代の生活の中に、大航海時代の名残りが息づ
いていて、不思議な感じでもある。
◆ポルトガルはイベリヤ半島の西部、九州の倍ほどで国土面積の
大きくはない国であるが、言語文化としての影響は大きい。今、
九千万人程がポルトガル語を話しており、日本が取り入れた言葉
では「衣」に関するものが多い。メリヤス、ビロード、ボタン、ラ
シャ、キャラコ、サラサ、ジバン、カッパがある。菓子では先のボ
ーロ・カステラ・コンペイトウがあり、またオルガン・タバコも
そうで、煙草と一緒にキセルも伝来した。キセルはポルトガル語
でなくカンボジャ語だと『広辞苑』で著名な新村出博士が、精密

な考証をされている。
◆コルクは、洋酒瓶の栓として使われる。子供の頃にキルクと覚
えた。今、赤ワインが健康に良いとして娘らが買って来る。筆者
はアルコールに弱く飲めぬが、コルク栓はコレクション風に溜
まっている。コルクカシ（樫）の樹皮を剥ぎ取ったもので、軽く
て弾力に富み、空気や水を通さない。熱の不良導体であり、防音
や防湿に最適な性質を持っている。このコルク樹の産地はポル
トガルを主に、スペイン、モロッコ辺りで採取される。日本には
明治以前に渡来しているが、その経緯は司馬遼太郎『街道をゆく
／南蛮のみち』に詳しい解説がある。
◆幕末から明治期に活躍した新聞人の草分けの「岸田吟香」とい
う人。眼病を患って横浜で著名な医師の点眼薬で見事に快癒す
る。彼はこの目薬の売出しを考え、医者からも快諾を得て大儲け
をする。売出しに際し、瓶の栓に何を使うかで困り、友人に相談
した結果、異人の飲んだ洋酒瓶の古コルクを使う事になって、こ
れを細工し事業は大成功する。その友人「奥勝重」という人が、コ
ルク業界の始祖として、上野谷中の墓地に頌徳碑が建立されて
いる。日本に自
生のアベマキも
厚い樹皮層がコ
ルク質で代用品
になるが、品質
は余り良くない
そうだ。南蛮菓
子に始まるポル
トガルの風が、
心地よく吹き過
ぎるようで…。

南蛮菓子とコルク

栃の木

表  紙  の  言  葉
マリンスクールの干しダコ
　夏の風物詩として親しまれている干しダコです。
　干しダコは、夏場に獲れたマダコを天日で干して作られ、保存食としても利用されていますが、
最近では作る漁家が少なくなっているようです。
　竹串でピンと足を張って乾され、潮風に揺れる姿。かつては白い砂の見える浜に乾されていた
ものが、現在はコンクリートの上ということが多くなっています。
　ところで、この写真、どことなくユーモラスですよね。乾されたタコと地面に映ったその影は、
たくさんの宇宙人がやって来たような……。
　青い空、白い地面に赤いタコ。真夏を感じさせる一枚でした。

　将来、ＪＦ組織を支えていける人材育成を目的に開設された「大輪田塾」では第８期入塾生を
募集しています。締め切りは８月末日と迫ってきています。
　入塾希望をされます方はお早めにお申し込み下さい。

大輪田塾

◎応募資格	　①　原則として、漁業歴10年以上かつ45歳未満
� 　②　原則として、ＪＦ関係役職員歴10年以上かつ45歳未満
� 　のいずれかに該当する者で、所属する組織代表者の推薦を受けた者

◎在籍年限	　原則２年（最長３年）

問合せ先（事務局）：（財）兵庫県水産振興基金　TEL 078-919-1331

第８期生 入塾募集の締切迫る！

　８月末に募集締切、その後、面接を行い審査委員会の選考を経て、
10月に入塾式を行います。積極的な応募をお待ちしています。
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関
西
学
院
大
学
生
協
の
協
力
で

販
売
し
て
い
る
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ 　

Ｓ
Ｅ
Ａ
丼
。
そ
の
第
８
弾
が
、

１
月
14
日
か
ら
３
日
間
限
定

で
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
14
・

15
日
は
「
カ
キ
天
卵
あ
ん
か

け
丼
」、
16
日
は
「
カ
キ
フ
ラ
イ

タ
ル
タ
ル
丼
」
と
し
、
食
材
は
Ｊ
Ｆ

室
津
の
カ
キ
を
使
用
し
ま
し
た
。
ど
の
丼
も
、
３
日
間
と
も
に
完
売

す
る
人
気
ぶ
り
で
し
た
。

　
摂
津
播
磨
地
区
漁
業
協
同
組
合
青
壮
年

部
連
合
会（
大
西 

正
起
会
長：Ｊ
Ｆ
伊
保
）

は
、
関
西
学
院
大
学
を
は
じ
め
と
し
た
県

内
の
大
学
と
交
流
を
深
め
、
水
産
物
の
Ｐ

Ｒ
や
漁
業
の
現
状
、
環
境
に
つ
い
て
情
報

発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
12
月
20
日
（
土
）
に
は
、
水
産
会

館
に
お
い
て
甲
南
大
学
、甲
南
女
子
大
学
、

神
戸
薬
科
大
学
の
学
生
ら
約
25
名
を
対
象

に
消
費
流
通
検
討
交
流
会
を
開
催
し
、
調

理
実
習
の
ほ
か
、
漁
業
の
現
状
や
、
瀬
戸

内
海
環
境
再
生
の
取
り
組
み
な
ど
の
話
を

通
し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
調
理
実
習
「
漁
師
直
伝
！
瀬
戸
内
海
の

お
い
し
い
魚
の
食
べ
方
」
で
は
、
事
務
局

が
ス
ズ
キ
の
３
枚
お
ろ
し
の
実
演
を
行
っ

た
後
、
参
加
者
は
「
ア
カ
シ
タ
ビ
ラ
メ
の

ソ
テ
ー
香
草
パ
ン
粉
が
け
」
と
「
カ
キ
と

き
の
こ
の
ソ
テ
ー
」
を
作
り
ま
し
た
。
中

に
は
包
丁
を
初
め
て
使
う
方
も
い
ま
し
た

が
、
全
員
無
事
に
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
こ

の
後
、
参
加
者
は
漁
業
者
と
一
緒
に
、
出

来
た
料
理
を
食
べ
な
が
ら
話
を
し
た
ほ

か
、
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
広
報
部 

西
本 

広
幸

主
任
か
ら
兵
庫
の
漁
業
に
関
す
る
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
意
見
交
換
で
は
「
魚
は
苦

手
だ
っ
た
が
お
し
く
食
べ
る
こ
と
が
出
来

た
」、「
今
日
学
ん
だ
こ
と
を
今
後
Ｐ
Ｒ
し

て
い
き
た
い
」
な
ど
の
感
想
の
ほ
か
、
参

加
し
た
大
学
関
係
者
か
ら
「
大
学
食
堂
で

の
メ
ニ
ュ
ー
化
を
進
め
た
い
」
と
い
っ
た

声
も
上
が
る
な
ど
、
有
意
義
な
会
と
な
り

ま
し
た
。

摂津播磨地区漁業協同組合青壮年部連合会

３大学との
　消費流通検討交流会を開催

摂
津
播
磨
地
区
漁
業
協
同
組
合
青
壮
年
部
連
合
会

今
月
の 

♥

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ 

Ｓ
Ｅ
Ａ
丼

上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
　

Ｐ
Ａ
Ｐ
Ａ
食
堂
・
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ａ
食
堂
に
て
開
催

摂
津
播
磨
地
区
漁
業
協
同
組
合
青
壮
年
部
連
合
会
さ
ん
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
で
す

拓水700号（2015年２月）

各テーブルで部員が指導しました

昼食前の記念撮影
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ

平成27年度 兵庫県漁村子弟育英生募集!!�
（一財）兵庫県水産振興基金　

　（一財）兵庫県水産振興基金では平成27年度育英生を次のとおり募集します。
１　応募資格
　①�　県下の漁業協同組合又は水産系統団体に所属する組合員又は職員の「子弟」及び「遺族」であり、高校又は
大学等に在学（入学予定を含む）し、所属漁協・団体の長が育英生として適当と認めた者

　②　ただし、日本学生支援機構等から奨学金を受けている者は、本基金の育英生になることができません。
２　貸与金の額

学　　　　別 貸与月額
大　学　生 25,000円

高校生
寄宿生 25,000円
通学生 20,000円

３　申込方法
　　所属漁協を通じて「漁村子弟育英生申出票」、「貸与申込書及び添付書類」を提出してください。

提出期日
漁村子弟育英生申出票 平成27年３月31日（火）
貸与申込書及び添付書類 平成27年４月30日（木）

４　育英生の採用決定
　　本基金選考基準により審査のうえ採否を決定し、６月中旬頃に所属漁協を通じて連絡します。
５　育英資金の貸与方法
　　所属漁協を通じて、前期分・後期分をまとめてそれぞれ４月・10月に貸与します。
　　（なお、初年度前期分は７月に貸与）
６　貸与金の返還方法
　①　貸与金は無利息とし、貸与期間終了（卒業）後、１年間据え置き２年目から返還していただきます。
　②　返還期間は、貸与金額に応じて返還開始から５～10年間です。
７　その他
　�　漁船海難遺児に対しては、本基金の事業とは別に、兵庫県漁業協同組合連合会が事務局となって取り扱ってい
る有利な育英制度がありますのでご留意ください。

拓水700号（2015年２月）

　
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
報
告
会
が
１

月
23
日
（
金
）、
東
京
の
有
楽
町
朝
日
ホ
ー

ル
で
開
か
れ
、
全
国
の
漁
業
関
係
者
ら
約

５
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
報
告
会

は
、
水
産
庁
が
平
成
25
年
度
か
ら
実
施
し

て
い
る
「
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事

業
」
に
基
づ
き
誕
生
し
た
全
国
48
都
道
府
県

９
０
０
を
超
え
る
活
動
グ
ル
ー
プ
の
中
か

ら
、先
進
的
、優
良
的
な
取
り
組
み
が
あ
る
活

動
組
織
を
選
定
し
、
そ
の
年
度
の
活
動
の
成
果

や
課
題
な
ど
報
告
を
行
い
他
の
活
動
組
織
の

参
考
に
資
す
る
と
い
う
も
の
で
、
主
催
は
Ｊ

Ｆ
全
漁
連
、全
国
内
水
面
漁
連
で
す
。

　
報
告
会
は
ま
ず
、
パ
ル
シ
ス
テ
ム

生
協
連（
本
部・東
京
、加
盟
10
生
協
、

加
盟
組
合
員
約
１
３
０
万
人
）
の
渋

澤 

温
之
商
品
開
発
本
部
長
が
講
演
さ

れ
、
生
産
者
と
消
費
者
を
結
ぶ
立
場

か
ら
産
直
の
あ
り
方
、
海
の
環
境
を

保
全
し
水
産
物
の
持
続
的
な
利
用
を

実
現
す
る
た
め
の
取
り
組
み
な
ど
、

様
々
な
事
例
を
交
え
て
紹
介
。
そ
し

て
「
食
糧
が
自
給
で
き
る
国
を
目
指

す
運
動
の
継
続
や
、
水
産
物
を
食
べ

る
こ
と
で
資
源
や
食
文
化
、
水
産
業

を
守
っ
て
い
き
た
い
」
と
決
意
の
言

葉
で
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

あ
と
、
北
海
道
か
ら
長
崎
県
の
８
活

動
組
織
か
ら
、
藻
場
・
干
潟
の
再
生

や
漁
村
文
化
の
伝
承
、
地
域
全
体
で

取
り
組
む
海
難
救
助
訓
練
な
ど
活
動

報
告
が
あ
り
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
や

参
加
者
か
ら
質
問
、
意
見
な
ど
活
発

な
情
報
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
会
場
ロ
ビ
ー
で
全
国
16
道
府
県
23
グ

ル
ー
プ
の
ポ
ス
タ
ー
展
示
活
動
報
告
も
行
わ

れ
ま
し
た
。
な
お
、
本
事
業
は
来
年
が
３
年

目
の
節
目
に
あ
た
る
が
事
業
継
続
に
財
務
省

の
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、
水
産
庁
、
Ｊ
Ｆ
全
漁

連
は
「
継
続
し
て
活
動
す
る
こ
と
が
重
要
だ
」

と
し
て
根
強
く
要
求
活
動
を
続
け
ら
れ
、
大

臣
復
活
折
衝
で
２
割
程
度
の
削
減
に
落
ち
着

い
た
と
の
こ
と
で
、
Ｊ
Ｆ
全
漁
連
の
大
森
敏

弘
常
務
は
挨
拶
で
「
全
国
で
元
気
に
適
切
に

活
動
し
て
い
く
こ
と
が
事
業
継
続
に
繋
が
る
」

と
実
効
あ
る
活
動
を
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

（
一
財
）兵
庫
県
水
産
振
興
基
金

水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業

　

Ｊ
Ｆ
全
漁
連 

先
進
・
優
良
事
例
報
告
会
開
く
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　ＪＦ兵庫漁連とＪＦ兵庫女性連は、輝く未来を担う小中学生に、海を愛し、美しく豊かな海を守ることの大切さと漁業に
親しむ心を育んでもらうため、「ひょうご海の子作品」（絵画・作文）を県下の小中学生を対象に募集したところ、絵画部門
1,283点、作文部門61点の応募がありました。
　昨年12月16日に絵画部門、１月28日には作文部門の最終審査会を行い、受賞作品が決定しましたので、その一部をご紹介し
ます。
　（絵画部門は16ページに掲載しています。）

【作文部門】　
賞　　名 学　校　名 学年 氏　　名 題　　　名

兵庫県知事賞 淡路市立学習小学校 ５ 武田　一花 淡路島の海が大好き
兵庫県教育長賞 洲本市立由良中学校 １ 中山　亜依 みんなの海

ＪＦ兵庫漁連会長賞 加古川市立両荘中学校 １ 清水あすか 「海」
淡路市立学習小学校 ５ 藤岡　敬大 海の資げんを大切に

ＪＦ兵庫女性連会長賞 淡路市立石屋小学校 ４ 新居　春奈 魚がすみやすい海作り
淡路市立学習小学校 ５ 中尾　胡春 ＥＭだんご体験

ＪＦ兵庫信漁連会長賞 淡路市立学習小学校 ５ 葛原　充和 海の生き物
南あわじ市立辰美小学校 ６ 堀　　琉望 漁師と民宿

農林中央金庫大阪支店長賞 淡路市立学習小学校 ５ 笹本　広大 東うらの海
淡路市立学習小学校 ５ 大上　晴土 最高のぜいたく

○ＪＦ兵庫漁連HPで、兵庫県知事賞と兵庫県教育長賞の作文を掲載中！
○２月下旬頃に、全受賞作品（20作品）を掲載した“ひょうご海の子作文集”を発刊予定です。

（敬称略）

※紙面の都合上、佳作は紹介しておりません。

淡
路
島
の
海
が
大
好
き

�

淡
路
市
立
学
習
小
学
校
　

５
年
　

武
田　

一
花　

　

わ
た
し
が
住
ん
で
い
る
淡
路
島
は
、
周
り
が
海
に
囲
ま
れ
て
い
る
と
て
も
美
し
い

島
で
す
。
わ
た
し
は
淡
路
島
の
海
が
大
好
き
で
す
。
晴
れ
た
日
に
は
、
太
陽
の
光
が

海
に
反
し
ゃ
し
て
き
ら
き
ら
と
か
が
や
い
て
い
ま
す
。

　

で
も
、
そ
ん
な
美
し
い
海
で
も
見
る
の
が
い
や
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
赤
し
お
が
発
生
し
た
時
で
す
。
な
ぜ
赤
し
お
が
発
生
す
る
の
か
調
べ
て
み
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　

赤
し
お
は
、
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
大
量
に
発
生
し
て
水
の
色
が
赤
茶
色
に
変
わ
っ
て

し
ま
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
水
中
の
さ
ん
素
が
少
な
く
な
っ
て
魚
が
死
ん

で
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

赤
し
お
が
発
生
す
る
原
因
は
、
家
庭
か
ら
出
る
生
活
は
い
水
や
、
農
地
で
使
わ
れ

る
化
学
肥
料
な
ど
が
海
に
流
れ
る
こ
と
も
関
係
し
て
い
ま
す
。

　

陸
地
に
住
む
わ
た
し
た
ち
人
間
の
活
動
が
、
海
の
か
ん
き
ょ
う
を
悪
く
し
て
し

ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

わ
た
し
が
海
を
好
き
な
理
由
は
、
も
う
一
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
海
で
と
れ
る

魚
が
大
好
き
だ
か
ら
で
す
。

　

わ
た
し
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
水
産
加
工
の
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。
漁
し
さ
ん
が
と
っ
て
き
た
、
ち
り
め
ん
や
い
か
な
ご
を
ほ
し
た
り
、
く
ぎ
に
に

し
た
り
し
て
市
場
に
出
荷
す
る
仕
事
で
す
。
と
く
に
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
作
る
く
ぎ
に

が
大
好
き
で
す
。
つ
や
つ
や
と
照
り
が
あ
っ
て
、
あ
ま
く
て
、
か
め
ば
か
む
ほ
ど
魚

の
味
が
し
て
と
て
も
お
い
し
い
か
ら
で
す
。

　

で
も
、
ち
り
め
ん
や
い
か
な
ご
が
と
れ
る
量
も
年
々
へ
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
う

め
立
て
な
ど
に
よ
っ
て
、
海
の
生
き
物
の
住
む
場
所
が
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
や
地
球

温
だ
ん
化
な
ど
が
え
い
き
ょ
う
し
て
い
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

漁
し
さ
ん
も
海
底
の
ご
み
を
と
っ
た
り
、
魚
の
住
む
場
所
を
作
っ
た
り
し
て
い
る

そ
う
で
す
。
わ
た
し
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
あ
る
か
な
と
考
え
て
み
ま
し
た
。
ご
み

を
す
て
な
い
こ
と
、
拾
う
こ
と
、
で
き
る
だ
け
水
を
よ
ご
さ
な
い
こ
と
。
小
さ
な
こ

と
で
は
あ
る
け
れ
ど
ひ
と
り
ひ
と
り
の
心
が
け
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ご
み
を
す
て
た
り
せ
ず
に
し
て
、
魚
が
今
よ
り
も
っ
と
多
く
と
れ
て
、
今
よ
り
美

し
い
海
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

＜兵庫県知事賞＞

拓水700号（2015年２月）

平成26年度　「ひょうご海の子作品展」
作文部門 受賞者決定！！
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○　消費税の申告について
　　消費税（地方消費税を含む。）の税率は、平成26年４月１日から８％（※）です。
　�　平成26年分の消費税及び地方消費税の確定申告書は、課税取引を旧税率が適用されたものと新税率が適用されたも
のとに区分した帳簿等に基づき作成する必要があります。
　※　平成26年４月１日以後に行われる取引であっても、経過措置により旧税率が適用される場合があります。

○　贈与税の申告書の作成は「国税庁ホームページ」が便利！
　�　贈与税の申告書は国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」で作成し、e-Tax（イータックス）で送信でき
ます。作成した申告書などは、印刷して郵送等で提出することもできます。

○　振替納税をご利用の方の振替日は、次のとおりです。
　　申告所得税及び復興特別所得税……………平成27年４月20日（月）
　　消費税及び地方消費税（個人事業者）……平成27年４月23日（木）

○　平成26年１月から記帳・帳簿等の保存制度の対象者が拡大
　�　個人の白色申告の方で事業や不動産貸付等を行う全ての方は、平成26年１月から記帳と帳簿書類の保存が必要になり
ました。

○　「国外財産調書」の提出について
　�　居住者（非永住者の方を除きます。）の方で、その年の12月31日において、その価額の合計額が５千万円を超える国外財
産を有する方は、その国外財産の種類、数量及び価額その他必要な事項を記載　した「国外財産調書」を、その年の翌年
の３月15日までに提出しなければなりません。
　※�　その年の翌年３月15日が、日曜日に当たるときはその翌日、土曜日に当たるときはその翌々日までに提出しなければ
なりません。

税に関する情報は　国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）

e-Taxに関する情報は　e-Taxホームページ（www.e-tax.nta.go.jp）

国  税  庁 検 索 

イータックス 検 索 

拓水700号（2015年２月）

税務署からのお知らせ
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ

ライフジャケットを
着用しよう！

ライフジャケット・浮力合羽の購入は
所属JFかJF兵庫漁連資材部（０７８－９４２－９２７２）までお問い合わせください

〜安全をサポート〜
浮力合羽はお持ちですか？

動きやすいライフジャケットもあります！
一人で小型漁船に乗船
し、漁ろうをする場合
は、ライフジャケット
の着用が義務付けられ
ています。

ＪＦ兵庫漁連が開発したもので、浮力は十分あります。
※ ライフジャケットではありませんので、一人乗りの漁船の場合、
ライフジャケット
を着用してくださ
い。

海難事故をなくそう！

固型式ライフジャケット

モデル：ＪＦ一宮町
　　　   社領 弘
　　　   代表理事組合長

　
大
型
船
の
操
船
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
用

い
、
大
型
船
の
動
力
性
能
を
体
験
す
る
と
と

も
に
、
心
肺
蘇
生
術
に
つ
い
て
学
ぶ
研
修
会

が
１
月
27
日
（
火
）、
独
立
行
政
法
人
海
技

教
育
機
構 

海
技
大
学
校
（
芦
屋
市
）
で
行

わ
れ
、
淡
路
地
区
の
各
Ｊ
Ｆ
青
壮
年
部
や
関

係
者
ら
約
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
同
校
航
海
科 

岩
瀬 

潔
教
授
か
ら

「
最
近
の
小
型
漁
船
の
海
難
事
故
か
ら
」
と

題
し
て
、
海
難
事
故
の
傾
向
と
事
故
事
例
の

紹
介
が
あ
り
、
続
い
て
神
戸
運
輸
監
理
部 

筒

井 

宣
利
調
整
官
か
ら
「
危
険
認
知
能
力
開

発
訓
練
」
と
し
て
、
漁
業
者
が
撮
影
し
た
普

段
の
船
上
や
操
業
時
の
写
真
を
用
い
て
、
起

こ
り
う
る
危

険
を
参
加

者
自
ら
の
経

験
か
ら
予
知

す
る
訓
練
を

行
い
ま
し

た
。
シ
ミ
ュ 

レ
ー
タ
ー
室

で
は
、
朝
、

夕
、
夜
間
、

雨
、
霧
な
ど

様
々
な
条
件

で
大
型
船
の

操
船
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
大

型
船
は
す
ぐ
に
は
進
路
を
変
え
ら
れ
な
い
し

止
ま
る
こ
と
も
で
き
な
い
」
と
の
感
想
が
あ

り
、
大
型
船
の
動
力
性
能
を
実
感
で
き
た
よ

う
で
し
た
。

　
さ
ら
に
同
校
航
海
科 

濱
田 

聡
樹
助
手
の

指
導
に
よ
り
、
訓
練
用
の
人
形
を
用
い
た
Ｃ

Ｐ
Ｒ
（
胸
骨
圧
迫
・
人
工
呼
吸
）
や
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
用
に
つ
い
て
救
急
救
命
講
習
を
行
い
ま

し
た
。
胸
骨
圧
迫
の
力
加
減
を
示
す
イ
ン
ジ

ケ
ー
タ
ー
が
付
い
た
人
形
で
あ
っ
た
た
め
、

体
験
し
た
漁
業
者
は
そ
の
目
盛
を
見
な
が

ら
、
力
の
入
れ
方
を
確
認
で
き
、
分
か
り
や

す
い
と
好
評
で
し
た
。

モデル：ＪＦ兵庫漁連 中谷 明泰 淡路事業所長

海
技
大
学
校
で
安
全
講
習
会

　

～
淡
路
地
区
の
各
Ｊ
Ｆ
青
壮
年
部
が
参
加
～

Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連

是非、試して下さい

拓水700号（2015年２月）

実際に動かすと、操船の難しさが良く判ります

胸骨圧迫は「強く、早く、絶え間なく」が基本
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テーマ：「�地域・行政とのネットワークでくらし
の安心づくり」

　昨年11月、「第26回近畿地区生協・行政合同会
議」が福井商工会議所 コンベンションホール（福
井県福井市）にて開催され、兵庫県生協連から２
名が参加しました。この会議は、福井・滋賀・奈良・
和歌山・兵庫・京都・大阪の近畿２府５県の府県
連生協連で構成する「近畿地区生協府県連協議会」
の主催により開催。地域住民の安全・安心な暮ら
しを支えるために、生協と行政のパートナーシッ
プを深めることを目的とし、今回で26回目を迎
えました。当日は、厚生労働省近畿厚生局健康福
祉部をはじめ、日本生協連、近畿地区２府５県の
生協行政担当者および生協連役職員の計42名が
参加。全国の生協の概況、東日本大震災被災地支
援の状況報告も行われました。
　また、「みんなでつくり、動かす、消費者市民社
会」をテーマに弁護士 島田 広 氏が特別報告。「消
費者市民社会とは、消費者自身が主役となる社会
のこと。自分が単なる商品やサービスの受け手で
はなく、社会、経済、環境を公正で持続可能なも
のに変える力を持ち、その役割を担っている存在
だと知ることで、主体的・能動的に行動できる消
費者のこと」「消費者市民社会のキーワードは“伝
えあい、つながる地域・社会づくり”」などの報告
がありました。引き続き、「京都府における消費者
教育の取り組み」、「大学生によるくらしのヤング
クリエーターの取り組みについて」、「おいしいふ
くい食べきり運動」、「消費者支援機構関西KC’sの
活動報告～集団的消費者被害救済制度の動向」な
どのテーマに沿った報告が行われ、次世代の活動
が多彩に行われている現状を共有しました。その
後、開催さ
れた懇親会
では情報交
換 を 含 め、
貴重な交流
の場となり
ました。

http://ja-grp-hyogo.ja-hyoinf.jp/ http://www.coop-hyogo-union.or.jp/

　ＪＡ兵庫みらい加西市いちご部会は１月７日
（水）、同ＪＡ農産物直売所『かさい愛菜館』でイ
チゴの試食会を開きました。同直売所は、この日
が新年の営業始め。訪れた多くの買い物客らが、
試食コーナーに並べられた「さがほのか」「紅ほっぺ」

「とちおとめ」「根日女の恋詩（さちのか）」の４品
種を手に取り、豊かな味わいに舌鼓を打ちました。
　今回で10回目となるこの試食会は、市内の農家
５軒でつくる同部会が毎年開催。寒暖の差が大き
い加西の風土を生かして栽培されたイチゴの消費
の拡大を図り、ファンを増やそうと行っています。
　試食コーナーでは、生産者らが朝に収穫したば
かりの新鮮なイチゴを用意し、来店者に品種やそ
れぞれの特徴などを紹介しながら加西産のイチゴ
をＰＲしました。また、イチゴを使ったマフィンや
大福などのお菓子のレシピも一緒に配布し、好評
でした。
　来店者は「４品種とも甘くておいしかったが、食
べ比べをしてみると味の違いがよく分かりました。
気に入った品種のイチゴを買って帰りたいです」と
笑顔で話していました。
　同部会の岡本敏晴部会長は「この試食会が加西
産イチゴのおいしさを知るきっかけになればと思

います。熟すまで
しっかり待って甘
さと酸味のバラ
ンスが取れたイ
チゴを多くの消
費者に届けたい
です」と話してい
ました。
　出荷は４月末
まで続き、同直
売所などで販売
しています。

農産物直売所『かさい愛菜館』
でイチゴの試食会を開催

消費者市民社会づくりと
消費者教育の充実強化をめざして

～第26回近畿地区生協・行政合同会議～

◀ イチゴをおいしそうに
　味わう来店者

拓水700号（2015年２月）

▲生産者に特徴を説明する岡本敏晴部会長（左）
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漁
港
と
兵
庫
県
の
水
産
業
に
つ
い
て

　
１
月
の
大
輪
田
塾
は

20
日（
火
）に「
漁
港
に

つ
い
て
」と「
兵
庫
県

の
水
産
業
の
概
要
と
主

な
振
興
施
策
」の
２
課

題
を
開
講
し
ま
し
た
。

　
「
漁
港
に
つ
い
て
」は

県
漁
港
課
漁
港
整
備
班　

山
内　

斉
主
幹
が
講
義

を
行
い
ま
し
た
。県
内

の
漁
港
の
数
や
種
類
、

近
い
う
ち
に
発
生
す
る
と
さ
れ
る
南
海
地
震
へ
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
し
っ
か

り
と
学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
ま
た「
兵
庫
県
の
水
産

業
の
概
要
と
主
な
振
興
施

策
」で
は
兵
庫
県
立
水
産

技
術
セ
ン
タ
ー 

山
村 

雅

雄
所
長
が
講
義
を
行
い
ま

し
た
。兵
庫
の
漁
業
の
特

徴
か
ら
、現
在
行
わ
れ
て

い
る
漁
場
整
備
や
海
域
環

境
保
全
、
消
費
拡
大
、
技

術
開
発
な
ど
幅
広
い
内
容

で
講
義
が
な
さ
れ
、ど
ち

ら
も
講
義
後
に
多
く
の
質

問
が
塾
生
か
ら
出
さ
れ
ま

し
た
。

旬旬
写真と文

遊方子

テオプロマ・カカオ

◆
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
濃
厚
な
甘
さ
に
は
、
不
思
議
な
魅
力
が
あ
る
。

ひ
と
口
食
べ
る
と
口
中
に
広
が
る
香
り
か
、
何
と
も
幸
せ
な
気
分

に
し
て
呉
れ
る
。
誰
も
が
好
む
代
表
的
な
菓
子
だ
ろ
う
が
、
そ
の
原

料
の
カ
カ
オ
に
つ
い
て
は
余
り
馴
染
み
が
な
い
。
生
産
地
が
限
ら

れ
た
熱
帯
域
で
あ
り
、
植
物
園
で
も
果
実
を
付
け
た
様
子
を
見
る

事
は
非
常
に
稀
な
た
め
で
あ
る
。
ア
オ
ギ
リ
科
の
常
緑
小
高
木
。
リ

ン
ネ
が
名
付
け
た
学
名
は
テ
オ
プ
ロ
マ
・
カ
カ
オ
で
あ
る
。
年
平

均
気
温
が
約
27
度
で
、
年
間
の
降
雨
量
が
千
ミ
リ
以
上
な
い
と
生

育
で
き
な
い
繊
細
な
木
な
の
だ
。
幹
に
直
接
、
淡
い
ピ
ン
ク
や
黄
や

白
色
の
花
を
つ
け
、
カ
カ
オ
・
ポ
ッ
ド
と
呼
ぶ
果
実
が
成
る
。
白
い

果
肉
に
包
ま
れ
た
豆
が
30
～
40
粒
、
そ
れ
を
取
り
出
し
４
・
５
日
発

酵
さ
せ
る
と
独
特
の
香
り
が
生
ま
れ
る
。
そ
し
て
天
日
乾
燥
し
た

豆
は
農
家
の
収
入
源
と
な
る
。

◆
古
代
メ
キ
シ
コ
の
ア
ス
テ
カ
族
は
、
カ
カ
オ
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

を
砕
い
て
、
バ
ニ
ラ
や
香
辛
料
を
加
え
、
チ
ョ
コ
ラ
ト
ル
と
称
す
る

〔
神
聖
な
飲
み
物
〕を
拵
え
た
。「
一
杯
飲
む
だ
け
で
、
何
も
食
べ
ず

に
一
日
中
歩
け
る
」と
い
う
薬
用
効
果
の
高
い
飲
み
物
で
、
此
れ
が

ス
ペ
イ
ン
人
に
よ
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
伝
え
ら
れ
、
19
世
紀
に
は
飲

み
易
く
し
た
「
コ
コ
ア
」が
考
案
さ
れ
た
。
当
初
、
こ
の
ド
ロ
ッ
と
し
た
飲
み

も
の
は
、
王
侯
貴
族
が
愛
飲
す
る
高
級
品
だ
っ
た
が
、
や
が
て
庶
民
の
嗜
好
品

と
し
て
拡
が
る
。
コ
コ
ア
製
造
で
出
る
コ
コ
ア
バ
タ
ー
に
砂
糖
や
粉
乳
・
香

料
な
ど
を
混
ぜ
て
練
り
あ
げ
、
固
め
た
も
の
が
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
で
あ
る
。

◆
明
治
11
年
発
行
の
新
聞
に
、
東
京
両
国
の
米
津
風
月
堂
で
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を

初
め
て
加
工
・
製
造
・
販
売
し
た
と
い
う
記
事
が
あ
り
、「
貯
古
齢
糖
」と
漢
字

を
充
て
た
広
告
も
出
て
い
る
。
江
戸
時
代
に
長
崎
の
遊
女
が
、
オ
ラ
ン
ダ
人
か

ら
チ
ョ
コ
を
貰
っ
た
記
録
が
あ
る
そ
う
だ
が
、
時
期
に
つ
い
て
は
は
っ
き
り
し

な
い
。
初
め
て
チ
ョ
コ
に
接
し
た
の
は
明
治
六
年
遣
欧
使
節
と
し
て
渡
欧
の
岩

倉
具
視
一
行
だ
と
い
う
。
国
産
第
一
号
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
は
、
大
正
七
年
に
森

永
商
店
が
作
っ
た
。
高
価
な
贅
沢
品
と
し
て
、
庶
民
に
は
高
嶺
の
花
だ
っ
た
。

◆
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
主
原
料
は
カ
カ
オ
マ
ス
、
コ
コ
ア
バ
タ
ー
、
砂
糖
と
ミ
ル

ク
で
あ
る
。
ホ
ワ
イ
ト
チ
ョ
コ
は
カ
カ
オ
マ
ス
を
使
わ
な
い
た
め
色
が
白
い

の
が
特
徴
で
、
独
特
の
苦
み
が
無
く
て
ミ
ル
ク
味
に
な
っ
て
い
る
。
遭
難
し
た

登
山
家
が
チ
ョ
コ
と
水
だ
け
で
飢
え
を
凌
ぎ
、
六
日
後
に
救
出
さ
れ
た
と
い

う
話
や
、
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ル
ル
地
方
で
は
百
十
二
歳
の
最
高
齢
で
チ
ョ
コ
好

き
の
婦
人
が
、
長
寿
の
秘
訣
と
し
て
一
週
間
に
２
ポ
ン
ド
（
約
九
百
グ
ラ
ム
）

の
チ
ョ
コ
を
食
べ
て
い
た
と
い
う
。
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
宣
伝
向
け
に
格
好
な

挿
話
が
沢
山
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
優
れ
者
だ
と
実
証
さ
れ
て
い
る
。

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
に
は
菓
子
舗
に
山
積
み
さ
れ
た
チ
ョ
コ
を
、
恋
の
取
持

ち
品
（
？
）に
と
、
多
く
の
人
が
買
っ
て
行
く
。

パ
ラ
ミ
ツ
の
果
実

漁港について話された山内主幹

拓水700号（2015年２月）

山村所長による講義
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　11ページに掲載しています「ひょうご海の子作品」の絵画部門で入選した絵画の中から、兵庫県知事賞と兵庫県教育長賞の
２点をご紹介します。

【絵画部門】　
賞　　名 学　校　名 学年 氏　　名 題　　　名

兵庫県知事賞 南あわじ市立北阿万小学校 ４ 松原　　茜 きれいな海　もぐりたいな
兵庫県教育長賞 洲本市立洲本第一小学校 １ 山岡　和生 うみのさかなたち

ＪＦ兵庫漁連会長賞 南あわじ市立北阿万小学校 ４ 中野　喬佳 兵庫の海の宝
南あわじ市立広田小学校 ５ 船城なつき さぁ今から出港だ!!

ＪＦ兵庫女性連会長賞 南あわじ市立広田小学校 ２ 船城めい子 今日は大漁
神戸市立糀台小学校 ３ 仲　心菜都 ゆめの中の魚たち

ＪＦ兵庫信漁連会長賞 南あわじ市立広田小学校 ２ 杉谷　怜哉 タコがすみをだした!!
神戸市立糀台小学校 ４ 中川　裕貴 未来の海中トンネル

農林中央金庫大阪支店長賞 洲本市立洲本第一小学校 １ 仲野　允人 うみのなかまたち
新温泉町立浜坂東小学校 ２ 上原　　映 魚といっしょにおよごう

○　平成27年２月５日～平成27年３月末日（土日祝日を除く）９：00～17：30の間、兵庫県水産会館１階で受賞作品の展示会を開催中！近くへ
お越しの際は一度見学してみてください！

○　ＪＦ兵庫漁連HPでも受賞作品を掲載中！（http://www.seat-sakana.net/）

（敬称略）

※紙面の都合上、佳作は紹介しておりません。

平成26年度　「ひょうご海の子作品展」
絵画部門 受賞者決定！！

＜兵庫県知事賞＞
　きれいな海　もぐりたいな

南あわじ市立北阿万小学校 ４年  松原	　茜
◉ 講 評
　海に潜って何を探しているのでしょうか。何か
を発見した表情や体の動きが非常に面白いです。
髪の毛の動きも見逃さず、海中での細かな動きを
しっかりと表すことができました。また、通り過
ぎる魚たち、それだけでなく、左下にはその様子
をじっと見つめる魚を巧みに斜めに配しています。
さらに筆先を使ったていねいなタッチで海水を表
すなど、細部にまで心を配った、映画の１シーン
のような作品になっています。

＜兵庫県教育長賞＞
　うみのさかなたち

洲本市立洲本第一小学校 １年  山岡	和生
◉ 講 評
　山岡さんの素直で明るい海に対する気持ちを端
的に表しています。海の中の生き物の様子や釣り
や漁をする人をカラフルな色合いでまとめること
ができました。絵の具やクレヨンパステルなどを
巧みに使い分け、さらに、細かくていねいな絵の
具でのタッチを利用して、海水の変化をつけてい
ます。その結果、見る人がいつまでも楽しく美し
い海であってほしいという気持ちが生まれてくる
ような作品に仕上げています。
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